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令和元年度 自己評価実践報告

学校名 安達高等学校

Ⅰ 自己評価の概要

１ 『学校経営・運営ビジョンについて』

（１）『学校経営・運営ビジョンについて』（別紙）

（２）今年度の重点事項作成のねらい

昨年度から引き続き５つの重点事項を

① 進路希望の実現

② 基本的生活習慣の確立

③ ＥＳＤ教育・特別活動・部活動の充実

④ 教職員の指導力の向上

⑤ 開かれた学校づくりの推進 とした。

また、「安達高校の挑戦～創立１００周年（H35）へ向けて」を策定し、長期指針を

示した。

（３）作成のプロセス

校長が立案し、メッセージを加え、運営委員会で意見 を聴取して修正を加え、職員

会議に提示して教職員の共通理解を得て作成した。

２ 校内組織体制について

（１） 組織図

校 長 学校評議員
生 徒

保 護 者
学 校 評 価 委 員 会

教頭 事務長 各部主任 各学年主任

教職員

【学校評価委員会の役割】

○学校評価に関わる各種原案作成等 ○各種資料の収集、整理、保管
・評価項目の検討と評価表の作成 ○評価に関する広報活動
・評価の実施と集計、分析、公表 ○その他学校評価に関わること
・評価結果に基づく改善原案作成等

（２）組織作成のねらい

校長のもとに評価委員会を設け、この委員会が自己評価及び外部評価の原案作成、実

施、分析等をすすめる役割を持たせた。今年度も評価委員会は運営委員会が兼ねる。
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３ 自己評価年計画について

（１）年間計画について

月 自 己 評 価 概 要 学校評議員による外部評価

４ ○平成31年度学校経営・運営ビジョンの策定 ○学校評議員の委嘱

○平成31年度各部、学年、各教科、努力目標

策定

○保護者等への学校経営・運営ビジョンの公表

５ ○学校評価委員会開催

・学校評価年間計画案の検討

・学校評価に関するアンケート内容の検討

６ ○第１回学校評議員会

・学校経営・運営ビジョン

等の説明

７

８

９ ○学校評価に関するアンケート実施・回収

１ ０ ○学校評価に関するアンケート集計・分析

○学校評価委員会開催

・学校評価に関するアンケートの分析

１ １ ○第２回学校評議員会開催

・学校評価に関するアンケート

○保護者等へのアンケート結果の公表 結果

・学校経営の状況説明

１ ２

１ ○アンケート分析を踏まえた各部・各学年・各

教科の努力目標に対する年度末評価

２ ○学校評価委員会開催

・各部等の年度末評価について ○第３回学校評議員会開催

・「自己評価実践報告書」について ・「自己評価実践報告」

○「評価書」の作成 ○学校評議員による評価の実施

３ ○「自己評価実践報告書」「評価書」の県教育

委員会への報告

○令和２年度「学校経営・運営ビジョン」の

検討

（２）作成のねらい、意図

教職員の人事評価制度、各部・学年等の年度末反省、生徒・保護者による学校評価に

関するアンケート、学校評議員による評価がそれぞれ連動し合うように年間計画を策定

した。
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Ⅱ 評価結果の概要

１ 実施方法等

年 度 末 評 価
項 目

実施部署 評 価 実施方法 コメント

４分法に ・前年度との比較のた
教職員の自己評価 学校評価委員会 よる評価 アンケート め、質問項目は変更

しなかった。
・保護者の回収率を高

４分法に めるため、引き続き
生徒による評価 学校評価委員会 よる評価 アンケート 広報活動を行う。

４分法に
保護者による評価 学校評価委員会 よる評価 アンケート

各部・学年・教科 ・それぞれの反省評価
の努力目標に対す 学校評価委員会 協議 を学校評議員会、学
る反省・評価 校評議員会、職員会

議に提出した。

学校評議員による 協議 ・反省評価を踏まえ、
外部評価 学校評価委員会 記述 アンケート 検討していただいた。

○ アンケート集計については三者間比較及び経年比較を実施し、本校の教育活動で評価

されている事項、評価されていない事項が分類別、時系列で明らかになるよう工夫した。

２ アンケート及び回答数 （平成30年9月調査）

令和元年度アンケート Ｈ３０年度アンケート

評 価 対象数 回答数 回収率 対象数 回答数 回収率

教 職 員 ３５ ２７ 77％ ３５ ３５ 100％

生 徒 ５２３ ５１４ 98％ ５４５ ４９０ 90％
教職員

以 外 保護者 ５２３ ４３３ 83％ ５４５ ４５５ 84％

○ 回答率については、教職員は回答率が一番低く77%であった。一方で、生徒の回収率が

8ポイント上がった。来年度は教職員の呼びかけを複数回行うことで回答率を上げてい

きたい。

３ アンケートの評価基準について

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

よくあてはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

評価基準
(そう思う) (だいたいそう思う) (あまりそう思わない) (そう思わない)

※傾向を把握しやすいよう４分法による評価基準とした。



- 4 -

４ 評価のまとめ

（１）自己評価の目的、意図

教職員、生徒、保護者によるアンケート形式の評価を行い、その結果を参考としなが

ら各部・学年・教科の努力目標に対する自己評価を実施した。『学校経営・運営ビジョ

ン』の重点事項の実践状況を確認した上で課題を見つけ、改善を図ることにより、次年

度以降の教育活動の活性化をさらに進める。

（２）アンケートの分析から見た重点努力事項に対する評価及び達成状況と改善の方向性

① 重点事項１「進路希望の実現」について

進学については、国公立合格者が１３名と、昨年の１１名から増加した。増加の要因

としては、生徒本人の努力が最も大きいが、教員側の関わりとしては、学年による普段

の生活指導の影響も大きい。また、教室配置を進路指導室の近くに教室を配置し、相談

や指導に来室しやすい環境整備をしたことで、学習意欲が高まったと考えられる。

次年度の課題としては、課外、夏期課外は、例年同様に前期、中期、後期と実施した

が、受験方法に適した内容とするため進路部で見直す予定である。

（生 徒）「本校では、大学、専門学校、就職など生徒の進路に応じた指導が適切に

行われている」 87％（前年93％）

（保護者）「 〃 」 92％（前年91％）

（生 徒）「本校では、進路に関する情報の提供や相談をきめ細かに行っている」

82％（前年86％）

（保護者）「 〃 」 85％（前年82％）

② 重点事項２「基本的生活習慣の確立」について

生徒指導上の特別な指導を受けた生徒は2件3名で、昨年度と比べ2件減少したが、欠

席・遅刻の状況は、4月から2月までの1日当たりの平均欠席率は1.8％、1日当たりの平

均遅刻率は0.2％と、全体的には落ち着いた生活をしていると考えられる。欠席の要因

としては、不登校傾向の同じ生徒が欠席を繰り返しており、月、曜日の特徴が無く平均

化しているので、引き続きカウンセラーによるメンタルケアが必要である。

次年度の課題としては、学校生活において、生徒と保護者の実感に差があり、生徒は

お互いに多少の乱れがあると感じているが、保護者は落ち着て学校生活を送っていると

感じている。日常的な生徒の観察と指導を継続するとともに、予防的な指導に努めてい

きたい。

（生 徒）「本校は、落ち着いた雰囲気で安心して生活できる学校である」

81％（前年85％）

「本校の生徒は、基本的習慣や日常生活のマナー（時間を守る、挨拶をす

る）を身に付けている」 81％（前年85％）

「本校の生徒は、校則（頭髪・服装など）や社会のきまりを守って生活し

ている」 80％（前年89％）

「本校は、事故や問題等の防止についてきめ細やかに対応している」

86％（前年88％）

（保護者）「本校は、落ち着いた雰囲気で安心して生活できる学校である」

96％（前年93％）

「本校の生徒は、基本的習慣や日常生活のマナー（時間を守る、挨拶をす

る）を身に付けている」 90％（前年90％）

「本校の生徒は、校則（頭髪・服装など）や社会のきまりを守って生活し
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ている」 96％（前年95％）

「本校は、事故や問題等の防止についてきめ細やかに対応している」

90％（前年90％）

③ 重点事項３「ESD活動・特別活動・部活動等の充実」について

ＥＳＤ教育の活動については、生徒保護者ともに高評価が得られた。日頃から 生徒

会活動や部活動が活発であり、また、ユネスコスクールサポータークラブや部活動を続

けた生徒が大学進学を果たす例が多く、生徒は昨年に比べ5ﾎﾟｲﾝﾄほど減少しているが、

保護者のアンケートからも本校の文武両道の精神が根付いているものと肯定的な評価を

受けている。一方で、ESD活動の知名度は地域には浸透しているとは言えず、本校の特

色を知ってもらうためにも外部へのさらなるアピールが必要である。

今年も吹奏楽部などの部活で組織的なボランティア活動をしていることに加え、生徒

会でも警察と連携し地域安全や社会モラルの向上といった目標でボランティア組織（リ

リバーズ）に加わっており、地域に貢献している。

（生 徒）「本校は、ＥＳＤ教育が活発に行われている」 87％（昨年93％）

（保護者）「本校はＥＳＤ教育に熱心である」 95％（昨年90％）

（生 徒）「本校は、部活動に熱心に取り組んでいる生徒が多い」

87％（昨年88％）

（保護者）「 〃 」

95％（昨年88％）

④ 重点事項４「教員の指導力の向上」について

教職員のアンケート結果では、「研修活動が計画的に活発に行われている」について、

昨年度は肯定的評価が68％で、昨年度の77％より低い評価となった。教科の研修につい

ては、各教科でAL型授業の実践を行っており、授業改革に着実に実績を積んできている。

少子化に伴う生徒数減少の中、本校を志願する生徒層も変わってきており、わかりや

すく教えることを追及することが、生徒の自立につながっていくのか、慎重に見定めて

いく必要はあると感じている。なお、教科以外の研修については、スクールカウンセラ

ーを講師に招いた特別支援教育研修を実施した。

（教職員）「校内における教員の研修活動は、計画的に活発に行われている」

68％（昨年77％）

（生 徒）「本校の先生方の授業は、目標や学習活動が明確で、理解が深まるように

工夫されている」 81％（昨年74％）

（保護者）「本校の授業は、目標や学習活動が示され、理解が深まるよう工夫されて

いる」 84％（昨年88％）

⑤ 重点事項５「開かれた学校作りの推進」について

今年度は、台風の影響のあり生徒保護者への情報発信が多かった。が、ホームページ

の内容の更新が遅れたこともあり、アンケート結果では、「本校は、教育活動について

ホームページや学年便りなどさまざまな方法で家庭・地域に情報発信をしている」につ

いて、生徒保護者共に昨年度よりポイント数が大きく減少した。

本校の情報ツールとしては、PTA新聞等の定期的な発行物の他、ホームページやメー

ル配信の「39メール」を持っているが、ホームページよりもメールの方が即効性があり

効果的である。今後も緊急性のある情報や生徒に関わる重要な情報を中心に保護者に直

接メール配信し、周知に努めていきたい。
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（生 徒）「本校は、教育活動についてホームページや学年便りなどさまざまな方法

で家庭・地域に情報発信をしている」 76％（昨年82％）

（保護者）「 〃 」83％（昨年82％）

（３）ユネスコスクールとしての活動について

本校は県内最初の、また県内高校では唯一のユネスコスクールとして、今年度も多彩

なESD活動に取り組んできた。

今年度は、道徳教育推進校の指定を受けたことで、「ESD活動を通して、現代社会の

諸課題に対する道徳的な思考を深める。～課題解決を通して自己発見・自己理解を促す

取組～」として活動した。令和元年11月8日（金）に本校で県北地区道徳教育推進協議

会を開催した。

今後もESD活動をとおして、様々な機会を生徒に提供することで、生徒の進路実現に

役立ててきたいと考えている。

Ⅲ 広報の概要

１ 目的や意図

教育活動の状況とその評価を公表することは、学校としての説明責任を果たすことであ

る。また、教職員、生徒、保護者、地域社会から意見を聴取することにより、なお一層の

信頼関係を深めるとともに、本校の教育活動に対する関心を高めることになる。

２ 実施計画、及び実施状況

月 実施計画・実施状況の内容

４ ○ 学校ホームページに『学校経営・運営ビジョン』を掲載した。
○ PTA総会で、『学校経営・運営ビジョン』を保護者へ配付し、校長より説明
を行った。

６ ○ 第1回学校評議員会で、『学校経営・運営ビジョン』を配付・説明するとと
もに学校の概況について説明した。

11 ○ 第2回学校評議員会で授業参観を行うとともに『学校評価に関するアンケー
トの結果』について検討し、意見を聴取した。

２ ○ 第3回学校評議員会で『努力目標に対する評価と反省』を配付・説明し、意
見を聴取した。

３ ○ 『学校評価に関するアンケートの結果』を学校ホームページに掲載した。

３ 実施後の反省点

（１）アンケートや年度末反省で浮かび上がった課題については、運営委員会・職員会議

で取り上げ、課題の共有を図った。ただ、インフルエンザによる学級閉鎖、新型コロナ

ウイスル感染防止への対応、新しい高校入試の準備など十分な時間を確保するのが難し

かった。

（２）中学校への情報提供については、学校説明会や本校での体験入学等において本校についての

理解を深めてもらっている。
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Ⅳ 次年度に向けて

１ 評価結果の特徴、自己評価実践の成果等

生徒・保護者アンケート結果について、今年度もおおむね高い評価を得ることができ

たと考えている。しかし、生徒と保護者に差がある項目があることから、それらの項目

の反省を次年度に生かしていきたい。

また、令和２年度の募集定員が１クラス減となることから、教育課程の見直しを進め

る必要に迫れられている。生徒数の減少が進む中、生徒の進路希望が多様化しているこ

とから、新しい学習指導要領への対応も含め時間をかけて進めていきたい。

２ 自己評価全体の次年度に向けての課題、改善、取り組み等

（１）学校経営・運営ビジョンについて

「安達高校の挑戦～創立100周年（H35）へ向けて」の中長期ビジョンを受けた学校経

営・運営ビジョンとするとともに、令和元年度の学校評価を実施して明らかになった課

題や問題点についてさらに分析を進め、重点事項を設定する。

（２）組織について

学校評価委員を運営委員と同じメンバーとしたが、委員会としての活動に支障はなく、

むしろ学校課題を検討する上で有効であった。

（３）年間計画について

今年度実施して円滑に進めることができた。次年度も同様の計画で実施していきたい。

（４）その他

ホームページを積極的に活用するなど、保護者に対しても総会や保護者会など機会を

とらえ、理解と協力を得るよう努める。

さらに、教職員一人ひとりが学校評価の意図等を再確認し、学校が抱えている課題の

解決・改善に向けて共通理解を図り取り組んでいきたい。

３ 終わりに

今年度の反省を踏まえて、教育課程の見直しを進め教育目標の達成に向けて努力して

いきたい。

また、コロナウイルス感染防止への対応経験を生かして、生徒の安心・安全な学経営

をしていきたい。


